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右のQRコードを読み込んでホームページにアクセスできます。

他業種で働いていた方が、介護
分野、障害福祉分野に再就職し
た場合の貸付事業と福祉系高校
に修学した場合の貸付事業を
令和３年度に創設しました。

 新しい貸付制度のご案内

介護分野就職支援金・
障害福祉分野就職支援金

生活支援部

○貸付限度額・・・　２０万円
○貸付回数　・・・　１人１回
○貸付利子　・・・　無利子　　

鹿児島県内で再就職される、または、予定の方が対象です

貸付対象者
①介護や障害福祉の所定の研修を受講し、修了した方
　（就職と同時（３カ月以内）に研修を受講した場合も対象となります）
②介護や障害福祉の事業所に就職または就職予定の方
③介護分野・障害福祉分野就職支援金利用計画書を提出した方

対象経費
子どもを預けるための費用、研修会受講料や図書費・
受験手数料、転居に伴う費用、通勤用自転車・バイク
等購入費、介護ウエアなどの業務用被服費

④再就職準備金または介護分野・障害福祉分野就職支援金を相互に貸付を受けたことがない方

詳細については、直接お問い合わせください。

介護福祉士の
福祉系高校修学資金

全額免除
もあり
全額免除全額免除
もあり

＜貸付額（上限）＞

ア　修学準備金（入学金を除く）３万円（入学時に限る）
イ　介護実習費　３万円（年額）
ウ　国家試験受験対策費用　4万円（年額）
エ　就職準備金　20万円
　　（就職する場合及び最終回のみ）
※県内には、福祉系高校が８校あります。

お問い合わせ先
申し込み先

鹿児島県社会福祉協議会　生活支援部　TEL:099-214-3701
〒 890-8517　鹿児島市鴨池新町1-7　県社会福祉センター内

4万円（年額）

全額免除
もあり

介護分野就職支援金

障害福祉分野就職支援金

福祉系高校修学資金
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　 新型コロナウイルス感染症の現況
　新型コロナウイルス感染症の発生以来２年に渡って世界中で自粛生活が続き、日本においても 2021 年 7 月
以降は新規感染者数の増加 ( 第５波 ) が続いています。
　鹿児島県もまん延防止等重点措置適用となり、８月 20 日から鹿児島市・霧島市・姶良市を重点措置区域とし
て、県や市の施設や商業施設等の利用制限が進められ、県民も不要不急の外出を控えるよう要請されています。

    コロナ禍の中のフレイル予防

 　閉じこもり生活と高齢者への影響
　　先の見えない自粛生活の中で、毎日家に閉じこもって 1 日中テレビを見たり、ボーッとしていませんか？　
　誰とも話さず、たまには食事を抜くことはありませんか？
                               　 　　 ↓
　　　　　　　　このような動かない生活が続くと
                                　　　 ↓
　　筋力・筋肉が減少→活動量減少→食事量減少→低栄養→体重減少→筋力・筋肉が
　減少するという悪循環（フレイル・サイクル）が起こります。
　　
　フレイルとは？
　　からだや心の機能が低下した状態を「フレイル（健康と要介護の中間の虚弱状態）」といい、フレイルが進
　むと、からだの回復力や免疫力の低下につながります。
  　次の５項目のうち、３項目以上該当するとフレイル、１項目または２項目だけの場合はプレフレイル（フレ
　イルの前段階）、なにも該当しなければ健常と判断します。
      ①　６か月で２㎏以上の（意図しない）体重減少
      ②　筋力（握力）低下     　 
      ③　ここ２週間わけもなく疲れた感じがする
      ④　歩く速度が遅くなった        
      ⑤　週に 1 回も運動していない
                  　   
　フレイルにならない・フレイルの進行を予防する３つのポイント
    １ 運動
         天気の良い日は、人との距離を取った上で 30 分～１時間の散歩をしましょう。
　　　家の中でもできる範囲で、スクワットやラジオ体操、足踏み等でからだを動かし、
　　座っている時間を減らしましょう。
    ２ 食生活・口腔ケア
         ○　 バランスの良い食事を３食しっかり摂りましょう。特に、筋肉をつくるタンパク質、筋力維持や骨
　　　　 粗しょう症予防の為のビタミン D を多く含んだ食材を取るように努めましょう。
　　　　　＊タンパク質は肉・魚・乳製品に、ビタミン D はきのこ類、魚介類、卵に多く含まれます。
     　 ○　毎食後の歯磨きで口を清潔に保ち、インフルエンザなどの感染症を予防しましょう。
     　 ○　しっかり噛んで食べ、電話やおしゃべりで口の周りの筋肉を保ちましょう。
　 ３ 人との交流・つながり
         孤独を防ぎ心身の健康を保つ為に、家族や友人と電話やメールなどを活用して
　　交流し、ストレスや不安の解消をしましょう。
         ちょっとしたあいさつや会話も大切です。安心して暮らすために、困った時に
　　頼める人を考えておきましょう。

　最後に
　　まだまだ新型コロナウイルス感染症の影響は続きそうな状況ですが、コロナ後の生活を見据えて、上記の
　３つのポイントを参考に家族・友人と支え合って健康を維持しましょう。また、残暑も厳しい時期ですから
　熱中症にも十分気をつけてお過ごし下さい。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鹿児島シルバ－１１０番　専門相談員　保健師　馬場　廣美　

長寿社会推進部シルバー110番
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 　　　　　     　あなたのまちのアクティブシニア
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　このコーナーではすこやか長寿社会運動を実践され、いきいきと社会参加されている団体・個人を紹介しています。
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<代表者>  山下　裕子
<連絡先>
姶良市社会福祉協議会
蒲生支所　
☎ 0995-52-1400　　　

蒲生ん子見守り隊
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 　　　　　     　あなたのまちのアクティブシニア
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蒲
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ま
た
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Ｅ
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ら
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る
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Ｍ
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り
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子
供
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と
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一
緒
に
行
い
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す
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に
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除
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後
、
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。

　このコーナーではすこやか長寿社会運動を実践され、いきいきと社会参加されている団体・個人を紹介しています。

EM発酵液作り
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、
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通
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が
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ニ
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。
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。
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。
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懸
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あ
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あ
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。
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、
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。

　誰
も
が
「
あ
り
が
と
う
」

を
素
直
に
言
い
、
た
く
さ

ん
の
「
あ
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世
界
が
早
く
実
現
し
て
ほ

し
い
と
思
う
。

世
界
が
早
く
実
現
し
て
ほ

し
い
と
思
う
。

<代表者>  山下　裕子
<連絡先>
姶良市社会福祉協議会
蒲生支所　
☎ 0995-52-1400　　　

蒲生ん子見守り隊
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　 団体紹介
　「大隅あゆみの会」（１型糖尿病患児 ( 者 ) と家族・支援者の会）を紹介します。

　この会は､ １型糖尿病患児（者）の方々やいろいろな個性（疾患や障がい）を持つ方々及びその家族の福祉・生活向

上のため､ 日常生活や社会生活の支援及び生きがいづくりを目的に活動しています。病気に向き合い、多くの不安と戦

いながら、１日１日を乗り越えている方々の不安を少しでも取り除き、より良い生活の為に年代を超えて経験者の話や

情報を交換し合えたらとの思いで、2011 年に設立されました。

 大隅あゆみの会（１型糖尿病患児 (者 ) と家族・支援者の会）

◆いつ・どこで？　大隅地区内の会場で、毎年９～１０月頃に研修・交流会、生活環境の変わる新年度前の２～３月　

　頃に情報交換会を行っています。また自己成長も意図し、いろいろな個性 ( 疾患や障
   がい ) を持つ方々の支援活動も行っています。
◆だれと・どんなことを？　現在、１０数家族で活動を行っています。
　患児 ( 者 ) は、小学生から社会人、発症は１歳から高校生・主婦など様々です。

地域とともに手をつなぐボランティア

活動目的
☆　本人・家族など関係者の交流と親睦活動
☆　情報の交換や共有で生活の質を高める活動
☆　その他、福祉向上に必要な活動

参加対象
☆　1 型糖尿病患者、家族、賛同者、支援者　他

活動内容（年1・2回）
☆　生活の工夫や悩みなど自主的なおしゃべり交流
☆　専門スタッフ ( 医療・保健・療養指導士など ) 懇談
☆　1 型糖尿病に関する情報収集・提供 ( 関係制度など )
☆　いろいろなハンディを克服している方､ 家族の話しなど

（活動には保健所のご協力・ご支援を頂いております。）

負担金等
☆　無料　※会場使用料や飲食など実費はその都度個人負担

伊佐市災害ボランティアセンターによる被災者支援の取り組みについて
～令和 3年 7月 9日からの大雨災害による伊佐市社会福祉協議会の被災者支援活動～

代表・事務局　肝属郡肝付町新富 5589-8　肝付町福祉会館内　　協力　　鹿屋市打馬 2-16-6
　　　　　　　 津代幸一郎 ( ツシロ ) ※患児 ( 者 ) 家族　　　　　　　　　　大隅地域振興局保健福祉環境部
                      TEL 勤 )：0994-68-8188　　　　　　　　　　　　     　健康企画課健康増進係
                      携 )：090-3328-5109　　　　　　　　　　　               TEL：0994-52-2105　

　令和 3 年 7 月 9 日からの九州南部を中心とする記録的な大雨では、本県
の北薩と姶良 ･ 伊佐地域の 3 市 2 町に大雨特別警報が発表されるほどの荒
天となり、人的被害はなかったものの住家被害が 270 棟（令和 3 年 8 月 26
日現在）に上る被害が生じました。
　この大雨で床上浸水の最も多かった伊佐市社会福祉協議会では、被災者
の生活復旧を支援するため、7 月 13 日㈫から 16 日㈮までの４日間に「伊
佐市災害ボランティアセンター」（以下「災害ＶＣ」という）を設置し活動
を展開しました。
  設置期間中は、当会ボランティアセンターからも定期的に支援に入り、災
害ＶＣの運営や物資等の支援を行い、無事に災害ＶＣの活動を終えること
ができました。
　県内各地からお集まりいただいたボランティアの皆様に感謝申し上げま
すとともに、今後も災害ボランティア活動への御理解と御協力をお願いい
たします。

【災害ＶＣ活動実績】
･ 受付ニーズ件数…23 件
･ 活動終了件数……23 件
･ 期間中のボランティアの協力者　
　……延べ 47 人

ボランティア活動の様子



9

　 団体紹介
　「大隅あゆみの会」（１型糖尿病患児 ( 者 ) と家族・支援者の会）を紹介します。

　この会は､ １型糖尿病患児（者）の方々やいろいろな個性（疾患や障がい）を持つ方々及びその家族の福祉・生活向

上のため､ 日常生活や社会生活の支援及び生きがいづくりを目的に活動しています。病気に向き合い、多くの不安と戦

いながら、１日１日を乗り越えている方々の不安を少しでも取り除き、より良い生活の為に年代を超えて経験者の話や

情報を交換し合えたらとの思いで、2011 年に設立されました。

 大隅あゆみの会（１型糖尿病患児 (者 ) と家族・支援者の会）

◆いつ・どこで？　大隅地区内の会場で、毎年９～１０月頃に研修・交流会、生活環境の変わる新年度前の２～３月　

　頃に情報交換会を行っています。また自己成長も意図し、いろいろな個性 ( 疾患や障
   がい ) を持つ方々の支援活動も行っています。
◆だれと・どんなことを？　現在、１０数家族で活動を行っています。
　患児 ( 者 ) は、小学生から社会人、発症は１歳から高校生・主婦など様々です。

地域とともに手をつなぐボランティア

活動目的
☆　本人・家族など関係者の交流と親睦活動
☆　情報の交換や共有で生活の質を高める活動
☆　その他、福祉向上に必要な活動

参加対象
☆　1 型糖尿病患者、家族、賛同者、支援者　他

活動内容（年1・2回）
☆　生活の工夫や悩みなど自主的なおしゃべり交流
☆　専門スタッフ ( 医療・保健・療養指導士など ) 懇談
☆　1 型糖尿病に関する情報収集・提供 ( 関係制度など )
☆　いろいろなハンディを克服している方､ 家族の話しなど

（活動には保健所のご協力・ご支援を頂いております。）

負担金等
☆　無料　※会場使用料や飲食など実費はその都度個人負担

伊佐市災害ボランティアセンターによる被災者支援の取り組みについて
～令和 3年 7月 9日からの大雨災害による伊佐市社会福祉協議会の被災者支援活動～

代表・事務局　肝属郡肝付町新富 5589-8　肝付町福祉会館内　　協力　　鹿屋市打馬 2-16-6
　　　　　　　 津代幸一郎 ( ツシロ ) ※患児 ( 者 ) 家族　　　　　　　　　　大隅地域振興局保健福祉環境部
                      TEL 勤 )：0994-68-8188　　　　　　　　　　　　     　健康企画課健康増進係
                      携 )：090-3328-5109　　　　　　　　　　　               TEL：0994-52-2105　

　令和 3 年 7 月 9 日からの九州南部を中心とする記録的な大雨では、本県
の北薩と姶良 ･ 伊佐地域の 3 市 2 町に大雨特別警報が発表されるほどの荒
天となり、人的被害はなかったものの住家被害が 270 棟（令和 3 年 8 月 26
日現在）に上る被害が生じました。
　この大雨で床上浸水の最も多かった伊佐市社会福祉協議会では、被災者
の生活復旧を支援するため、7 月 13 日㈫から 16 日㈮までの４日間に「伊
佐市災害ボランティアセンター」（以下「災害ＶＣ」という）を設置し活動
を展開しました。
  設置期間中は、当会ボランティアセンターからも定期的に支援に入り、災
害ＶＣの運営や物資等の支援を行い、無事に災害ＶＣの活動を終えること
ができました。
　県内各地からお集まりいただいたボランティアの皆様に感謝申し上げま
すとともに、今後も災害ボランティア活動への御理解と御協力をお願いい
たします。

【災害ＶＣ活動実績】
･ 受付ニーズ件数…23 件
･ 活動終了件数……23 件
･ 期間中のボランティアの協力者　
　……延べ 47 人

ボランティア活動の様子








